
世界中で再流行しだしたコロナウイルスですが、世界的にみるとコロナ感染状況には相違があり、そ

の要因として各国の生活習慣の違いのほかにも、ウイルス遺伝子変異説もあるようです。

１）コロナウイルスとインフルエンザウイルスの違い                

本ニュース(290)でも取り上げましたが両ウイルスともＲＮＡ遺伝子ウイルスです。コロナウイルス

は＋鎖ＲＮＡ、つまり塩基配列自体に蛋白質の情報が組み込まれているタイプですから通常のｍＲＮＡ

の役割をするので感染すると人のリボソーム上で直ちにウイルス特有の蛋白質の合成が可能になりま

す。一方のインフルエンザウイルスは－鎖ＲＮＡで、その塩基配列自体には蛋白質情報が反映されてい

ないためウイルス由来のＲＮＡ依存ＲＮＡポリメラーゼにより一旦転写され＋鎖ＲＮＡ(=ｍＲＮＡ)が

合成されてから蛋白質合成が行われます。自分に有用な蛋白質を早く合成できるという点ではコロナウ

イルスの方が早く増殖する準備を整えられそうですがＣＯＶＩＤ-１９の動きは謎だらけの印象です。

ＲＮＡの塩基配列自体の変異という点ではどうでしょうか？インフルエンザウイルスは一手間かけ

るため蛋白質発現までより長い過程がある分、変異しうる部位がコロナウイルスより多くなると思われ

多くの亜型が存在しているようです(Ａ型(さらにＨとＮの組合せで多様)、Ｂ型、Ｃ型など)。一般にＲ

ＮＡの塩基配列の変異はＤＮＡの塩基配列の変異よりも多いとされています。新型コロナウイルス用ｍ

ＲＮＡワクチンも海外で利用が始まりましたが、保管条件が－７０℃と超低温なのもＲＮＡの分解され

やすさを象徴しているようです。だからこそ細菌から高等生物に至るまで遺伝子はＤＮＡになっている

と考えられます。やたらと変異する遺伝子を持っているとあっという間に絶滅してしまう危険があるか

らです。その証拠としてＲＮＡを遺伝子としてもつウイルスは未だに単独では増殖できない物質として

の存在でしかありません。一方のＤＮＡを遺伝子としてもつヘルペスウイルス等の一部のウイルスは、

実は生物への進化過程で生物になりきれないでいる物質なのかもしれません。

２）セントラルドグマ                              

中心教義とでも訳せるのでしょうか。まるで宗教的な用語ですが、分子生物学では古くから使用され

てきた用語で『ＤＮＡ⇒メッセンジャー(ｍ)ＲＮＡ⇒蛋白質』の流れを示します。この流れは一方向性

の確たる真実で、決して逆には流れないという意味でセントラルドグマと言われるのでしょう。

以前コロナウイルス等がＲＮＡを遺伝子に持つと知った時に、何故メッセンジャーはＤＮＡではなく

ＲＮＡだけなのだろうかと改めてと思ったことがありました。ＲＮＡはＤＮＡより変異もしやすい核酸

だというのに、何故、生物はメッセンジャーとしてより安定なＤＮＡを選択しなかったのだろうか？と。

恐らく何かの書籍を調べるとこの疑問を解き明かしてくれるのでしょうが、私の手元には残念ながらそ

れに回答してくれる書籍はありません。ここからいつもの私の空想話がはじまります。

生物は細胞分裂の際に二本鎖ＤＮＡを巻き戻しながら忠実に(まれに塩基を取り違えたり、減数分裂

の際にある領域をごっそり組み替えたりしながら)複製をしていきます。ＤＮＡ合成酵素を働かせなが

ら双方のＤＮＡを鋳型にして相補的な塩基配列をもつように二本鎖が合成されていくので、その一つは

ＤＮＡの情報を転写するｍＲＮＡと同じ反応になります(ちなみにＤＮＡの１本は蛋白質情報を反映し、
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もう１本はｍＲＮＡの鋳型としての役割を担います)。

３）ｍＲＮＡを合成する蛋白質は一番最初どうやってできたか？           

現在どのように解釈されているかは分からないのですが。ＤＮＡを鋳型としてｍＲＮＡを合成する際

にはＲＮＡポリメラーゼという酵素つまり蛋白質が必要です。生物が誕生した一番最初の時、ＤＮＡか

らどうやってｍＲＮＡを合成したのでしょうか。ＲＮＡポリメラーゼがないとｍＲＮＡは合成されませ

んが、逆にｍＲＮＡがないとＲＮＡポリメラーゼを合成できません。まさに卵が先か、鶏が先かの議論

です。さらにＤＮＡとＲＮＡは核酸として、どちらが先に出現したのでしょうか？さらにさらに言えば、

どうしてＤＮＡは蛋白質(種々のアミノ酸の重合体)の情報を持ち得たのでしょうか？

以前のニュース(３２９号)でも触れましたが、地球が４６億年前に誕生してから１０億年後に原核細

胞生物が誕生しましたから、この１０億年という気の遠くなる時間があれば偶然の結果の積み重ねとし

てセントラルドグマを構成するルートも出来上がるのでしょう。

４）ＲＮＡの多様性                               

ＲＮＡはｍＲＮＡとして存在するだけでなく、蛋白質合成の場であるリボソームの構成成分としても

存在します。名付けてリボソームＲＮＡ(ｒＲＮＡ)。さらにリボソーム上にアミノ酸を運ぶ役割を担う

のもＲＮＡで名付けてトランスファーＲＮＡ(ｔＲＮＡ)。一部のＲＮＡには蛋白質(酵素)しか持たない

とされた触媒作用を持つものがあり、それをリボザイムと呼んでいます。更にｍＲＮＡから蛋白質に合

成されるのを抑制するミクロＲＮＡ(ｍｉＲＮＡ)もあります。一方のＤＮＡはＲＮＡがもつ多様な形態

や作用は持っていないようです。あくまで遺伝情報の保管役としての使命を全うしているかのようです。

５）ＤＮＡは何故メッセンジャーとなり得なかったのか？              

核酸に分類されるＲＮＡとＤＮＡの違いは構成する五単糖(リボース)の２′Ｃ炭素にＯＨ基が付く

のかＨ基が付くのかの部分と塩基がＲＮＡではウラシルなのがＤＮＡではチミンになっている部分で

す。本当に微妙な変化が決定的な運命付けをしているような感じです。前述のようにＲＮＡはＤＮＡと

比べ多様性に富み変化も多そうですから、逆に偶然に合成されやすいと考えると、進化の過程で遺伝子

として先に現れたのはＲＮＡではないでしょうか？ＲＮＡのウラシルにわざわざ一手間かけてメチル

基を付けてＤＮＡのチミンに変化させるのは、いかにも後付けっぽいのでウラシルの存在はＲＮＡが先

に存在した裏付けにならないでしょうか？さらに１０億年を根拠にした空想話が続きます。

進化の詳細は全く分かりませんが、最初に「ＲＮＡ⇒ｍＲＮＡ⇒蛋白質」というＲＮＡワールドのセ

ントラルドグマが出来上がっていたのかもしれません。しかしＲＮＡは遺伝子として不安定だったため

にリボース部分がたまたまデオキシリボースに置き換わった変異型ＲＮＡが生き残りやすかった。そし

て、その変異が蓄積されてやがてＲＮＡ遺伝子はＤＮＡ遺伝子に取って替わられ、より安定した情報の

継承が可能になり爆発的に進化した。ｍＲＮＡから蛋白質合成のシステムは既に出来上がっており、そ

のシステムを利用することは遺伝子がＤＮＡに替わっても何ら不都合が無かったのでｍＤＮＡは出来

ないまま現在に至っているのではないでしょうか。たとえｍＤＮＡができたとしても一般にＤＮＡ間の

水素結合はＤＮＡ-ＲＮＡ間の水素結合よりかなり強いと言われ、ｍＲＮＡのようにたやすく独立して

細胞内を浮遊しえないと思えますし、その転写はすなわちＤＮＡの複製と変わらないものになりますか

ら、ＲＮＡ合成なら適宜途中で転写中止しますが、恐らくまるまる１本分のＤＮＡ情報がｍＤＮＡに転

写され、その時にだけ発現して欲しい必要な蛋白質以外のすべての蛋白質も合成してしまう、又は安定

さ故に不要な時間帯にもｍＤＮＡが存在し不要な蛋白質を合成し続ける等で、余計な蛋白質類がゴチャ

ゴチャな反応をして生物の生存には不都合だったため、ｍＤＮＡを合成しようとした生物は生存せず現

在に至っている・・・と勝手に想像してみました。                  （終わり）


